
教育GP「地域社会問題を学生創造力で解く学びの仕組」企画シンポジウム

学生創造力を活かした
地域貢献に向けて
学生創造力を活かした
地域貢献に向けて

 お申し込み：参加費無料。参加手続きは不要です。

政策科学部事務室（担当：清水）
TEL：075-465-7877　FAX：075-465-8281
〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1

日　時： 2010年9月21日（火）15：00～17：30（14：30開場）
会　場： 立命館大学衣笠キャンパス創思館カンファレンス
趣　旨： 立命館大学政策科学部が行ってきた教育GP「地域社会問題を学生
　　　　　創造力で解く学びの仕組」は今年度で３年目を迎えるに至った。
　　　　　本シンポジウムは、このプログラムにおいて政策科学部が行って
　　　　　きたこれまでの自主的な学習システム構築の経過を追うとともに、
　　　　　地域貢献への到達点を共通教育関連教員、学生、地域社会といった
　　　　　相互の視点を取り込みながら自ら検証するものである。

主　催： 立命館大学政策科学部

開会挨拶：本田　豊　（政策科学部・学部長）

趣旨説明：吉田　友彦（政策科学部・副学部長）

基調講演：「大学での学びと地域貢献」
　　　　　　　　　　　服部　利幸（政策科学部教授）

基調報告：「地域サイドから見た、学生とともに学ぶ事」
　　　　　　　　　　　井上　成哉（京都・明倫自治連合会まちづくり委員会委員長）

　　　　　「大学におけるボランティア教育と地域活性化」
　　　　　　　　　　　角谷　嘉則（立命館大学共通教育推進機構講師）

　　　　　「沖縄・波照間島での地域貢献とカフェテリアプログラム」
　　　　　　　　　　　西原　健太（政策科学研究科博士課程前期課程１年次）

　　　　　「政策科学部における地域を対象としたカリキュラム」
　　　　　　　　　　　小杉　隆信（政策科学部・副学部長）

パネルディスカッション：上記基調講演者及び報告者

閉会挨拶：佐藤　満　（政策科学研究科・研究科長）

お問い合わせ先

● シンポジウム


